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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成24年6月21日(2012.6.21)

【公開番号】特開2012-89342(P2012-89342A)
【公開日】平成24年5月10日(2012.5.10)
【年通号数】公開・登録公報2012-018
【出願番号】特願2010-234814(P2010-234814)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/58     (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  25/45     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  33/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   4/58    １０１　
   Ｈ０１Ｍ   4/36    　　　Ｃ
   Ｃ０１Ｂ  25/45    　　　Ｚ
   Ｃ０１Ｂ  33/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月28日(2012.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オリビン構造を有する下記一般式（１）で示される正極活物質を形成するのに必要なリ
チウム源、Ｍ源、リン源及びＸ源の各所定量を溶媒に溶解させて溶液を調製する工程と、
得られた溶液を環状エーテルの付与によりゲル化させる工程と、
　生成したゲルを焼成処理することで炭素被覆されたリチウム含有複合酸化物を得る工程
を含む、下記一般式（１）：
　　ＬｉxＭyＰ1-zＸzＯ4　　（１）
で表される化合物（式中、Ｍは、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｚｒ、Ｓｎ、Ａｌ及びＹからなる群
から選択される少なくとも１種の元素であり、Ｘは、Ｓｉ及びＡｌから成る群から選択さ
れる少なくとも１種であり、０＜ｘ≦２、０．８≦ｙ≦１．２、０≦ｚ＜１の範囲である
）を得ることを特徴とする正極活物質の製造方法。
【請求項２】
　前記環状エーテルが、構造中にエポキシ基あるいはオキセタン環を含む請求項１に記載
の正極活物質の製造方法。
【請求項３】
　上記一般式（１）中のＭがＦｅ及びＺｒであり、ＸがＳｉである請求項１又は２に記載
の正極活物質の製造方法。
【請求項４】
　前記リチウム源が酢酸リチウム又は硝酸リチウム、前記Ｍ源が硝酸鉄九水和物、塩化ジ
ルコニウム、前記リン源がリン酸、前記シリコン源がテトラエトキシシラン又はテトラメ
トキシシランである請求項１～３のいずれか１つに記載の正極活物質の製造方法。
【請求項５】
　前記溶媒が、アルコール溶媒である請求項１～４のいずれか１つに記載の正極活物質の
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製造方法。
【請求項６】
　前記アルコール溶媒が、メタノール、エタノール又はプロパノールである請求項５に記
載の正極活物質の製造方法。
【請求項７】
　前記焼成処理に付す工程が、予め前記ゲルを大気雰囲気、温度４０～７０℃で１～７２
時間保持して乾燥させ、次いで還元雰囲気、温度４００～８００℃で１～４８時間保持す
ることからなる請求項１～６のいずれか１つに記載の正極活物質の製造方法。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１つに記載の製造方法により得られた正極活物質。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか１つに記載の製造方法により得られた正極活物質と、導電材と
、バインダーとを含むことを特徴とする正極。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれか１つに記載の製造方法により得られた正極活物質を含む正極と
、負極と、電解質と、セパレータとを有することを特徴とする非水電解質二次電池。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　かくして本発明によれば、オリビン構造を有する下記一般式（１）で示される正極活物
質を形成するのに必要なリチウム源、Ｍ源、リン源及びＸ源の各所定量を溶媒に溶解させ
て溶液を調製する工程と、得られた溶液を環状エーテルの付与によりゲル化させる工程と
、
　生成したゲルを焼成処理することで炭素被覆されたリチウム含有複合酸化物を得る工程
を含む、下記一般式（１）：
　　ＬｉxＭyＰ1-zＸzＯ4　　（１）
で表される化合物（式中、Ｍは、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｚｒ、Ｓｎ、Ａｌ及びＹからなる群
から選択される少なくとも１種の元素であり、Ｘは、Ｓｉ及びＡｌから成る群から選択さ
れる少なくとも１種であり、０＜ｘ≦２、０．８≦ｙ≦１．２、０≦ｚ＜１の範囲である
）を得ることを特徴とする正極活物質の製造方法が提供される。
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